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Abstract

　
“
A ∠ alea　Research　Notcs　lgl7 ＆ 1918

”
ofKanagawa 　Agricultural　research 　statien　wcrc 　discovered　at 　Kanagawa 　Prefectural

OfUna 　Betanical　Garden　in　2006．　The　notes 　descr三bed　not 　only 　dctailed　rmorpho ］ogical 　characters 　of 　338　evergreen 　aza ］ea

cultivars 　and 　7　species ，　but　als〔｝ their　breeding　records ．　From 　our 　investigations，1700fthese　cultjvaエs　are　extant ，　and 　there　is

evidence 　ofa 　breeding　trend 　fi〔｝r　greater　variation 　in　flower　colors 　and 　shapes ，　mainly 　ofKurume 　azalea 　in　the　Taisho　era，　Those

resu ［ts　are　va ］uab ］ebecause 　ofthe 　sparse 　information　available 　about 　morpho ］ogical 　features　ofextinct 　cultivars　and 　thc　lack　of

studies   fgenetic　separation 　of 且ower じ olors 　and 　shapes 　ofazalea 　hybridization　in　japan　and 　elsewhere 　including　Europe．
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緒　　言

ツ ツ ジ 園芸品種の 発達

　本邦 に は ヤ マ ソ ツ ジ （Rhododendron　kaempferi　Planch．），

サ ツ キ （R．indicun7　Sweet），モ チ ツ ツ ジ （R．　neacrosepalum

Maxim ），キ ン ツ ツ ジ （R．　ripense 　Makino）等，観 賞 価 値 の

高 い 常緑性 ツ ツ ジ （subgenus 　Tsutsusi　section 　Tsut，susi ） が 自

生す る．占来 よ り，こ れ ら の 野生 種，突然変異を 起 こ した

実生や 枝変わ り 品種 が栽培 され て い た が，江 戸 中期 17 世 紀

末 か ら 18 阯紀初頭に 突然変異品 や 自然 交雑 種 の 収 集，栽 培

下 で の 自然交雑等に よ る 育種 が盛 ん とな り，現在 も広 く栽

培 され る
‘
本霧島

’
や

L

白琉球 等，300 以 上 の 園芸 品 種

が 作 出 さ れ た （伊藤，1692，1695，1733；水 野，1681）．そ れ

以 降，ツ ツ ジ の 栽培 や 育種 は 人 き な進 展 を 見 なか っ た が，

江 戸後期の 1840年 ごろ に 福 岡 県久 留米市の 坂 本 元 蔵 （1785−

1854）に よ っ て ク ル メ ツ ツ ジ （品種群） が作 出 さ れ て い る

（赤 司，1919；浅野，1931）．

　 こ れ らの ツ ツ ジ 園芸品種 は，江戸末期か ら海外 に 渡 り，

2007 年 9 月 14 日　受 付．2007 年 ll 月 21 口　受理．
＊
　Corresponding　author．　E−maiL ：nkobayashi ＠1ife．shimane −u・ac

ヨ ーロ
ッ

パ に お い て ア ジ ア 東部原産 の タ イ ワ ン ヤ マ ツ ツ ジ

（Rhododendt’on ．s’imsii　Planch．）と交配 され，現在 で も国際的

に 重 要 な鉢物 花 木 で あ る ア ザ レ ア （Belgian　lndian　hybrids）

が作 出 され た　（GaIle，1985）．

　明 治 巾 期 に お げ る 本邦 の ッ ッ ジ 生産 は，江戸時代 に 作出

さ れ た 園 芸 品 種 が ほ とん どで ，品種 も少数 で あ っ た が，明

治 末 期 よ り花 色 が 鮮 や か な ク ル メ ツ ッ ジ や，絞 り な ど花色

の 変 異 が 大 きい サ ツ キ の 人 気 が 高 ま り，交配育種 や 枝変 り

の 選 抜 に よ っ て 数多 くの 園芸品種が 作出 さ れ た．さ ら に 昭

和 初 期 に は ア ザ レ ア が 人 気を博 し，こ れ に よ っ て 福岡県久

留 米 地 方を 除 く各 地 域で の 日本産の ツ ツ ジ 園芸品種の 栽培

や 育 種 は 衰退 した 〔倉重，未発表）．

　常緑 性 ツ ッ ジ の 園 芸品種は ，現在に お い て も観賞花木 と

し て 電 要 な位 置 を 占め る が ，数 々 の 研究 に もか か わ ら ず，

そ の 起 源 や 交 配 紺 み 合わ ぜ に 関 して は 明 らか に な っ て い な

い 部 分 も多 い （牧 野，1917 ；宮 澤，1918 ，1922 ；中井，1922 ），

また ，江 戸 時代か ら近 代 に か げて 多様 な 形 質を 持つ 園芸品

種 が 作 出され て い るが ，資料 も少 な く．絶滅 し た 園芸品 種

に つ い て の 特性 を把 握 す る こ とは困 難 で ある．

神奈川 県立 農事試験場 に お け る ツ ツ ジ類 の育種

　明 治 の 日本 に お い て，ユ リ球根t ボ タ ン ，シ ャ ク ヤ ク，
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ハ ナ シ ョ ウ ブ 等 は 重 要 な 愉 B品 日 で あ り，1870年代 よ り輸

出 量 も1頂調 に 推移 し て い た 〔鈴 木，1971），し か し，当時の

輸 出 先 で あ っ た ヨ ーロ
ッ

パ 諸 国 や ア メ リカ 合衆国 で は こ れ

らの 植物 を 用 い た 育種が始 ま っ て お り，将来 目木 に 逆輸 入

され る 可能性 も懸念され た．こ れ を 防止 し，将来も安定 し

た輪出品 とす る た め に，本邦 に お い て 長い 歴史 と数多 くの

園芸 品種 を有す る ボ タ ン ，シ ャ ク ヤ ク ，ハ ナ シ ョ ウ ブ，ユ

リお よび ツ ツ ジ の 育種 が，1906年 よ り農商務省か ら の 補助

金 を仰ぎ，神奈川 県立 農事試験場 で 開始 され た （神 奈 川 県

立農事試験場，　1925）．　事業1よ開 原一享　（1910− 1912 在 職 ）　お

よ び 宮澤文吾 （19B −1924在職 ）が そ の 任 に 当 た った ．こ

れ らの うち，ボ タ ン ，ユ リの 品種改良 事 業は 巾 断 さ れ た が，
シ ャ ク ヤ ク お よ び ハ ナ シ ョ ウ ブ に つ い て ぱ宮澤 に よ っ て 数

多くの 品種が 発表 され，研 究成果 〔宮澤，1932，1936）が 公

表 さ れ て い る．ツ ツ ジ に つ い て は，交配 に 用 い る在 来品 種

522，実生 か らの 選抜品種 222 ，育成 中 の 品 種 7，793 が あ る

と 報告 され 〔神奈川 県立 農事試 験場，1925），現 在 ま で で も

最 大規 模 の 育 種 が 彳」わ れ た こ とが 明 らか で あ る か ．収集 し

た 交配 材料 や 育 成 品種 は 現存 せ ず，ツ ツ ジ 育種 事 業 の 詳細

ぱ 小 明 で あ っ た，
“
躑躅 類調 査

”
発 見の 経緯 とそ の 内容

　神奈川 県 立 フ ラ ワ ーセ ン タ
ー大 船植物園 の 図書室 か ら

2006 年に 発見 され た
“
躑躅類調 査

”
は ，2 冊 の B5 サ イ ズ

の 既 製 の 大 学 ノ ー
ト で あ り，そ れ ぞ れ 表紙 に

“
大正 六 年

”
，

“
大 正 七 年度

”
と記 さ れ て い る．本 文 に は 神奈川県立 農事試

験場 の ツ ツ ジ 育種事業 に 際 し て 収集 し た 在来 の 園芸品種 の

開 花 日，詳細 な花器形態，葉 の 形態，交配組み 合わ せ ，な

ら び に 交 配 実 生 の 花型 と花色 に 関す る 遺伝分 離記録，
一

部

の 実生 の 開花時 の 線画が 記 されて い る （第 1図 ， 第 2 図 ）．

　 ノ ート は 字体か ら セに 1名が 中心 と な り，数名に よ っ て

記述 され た もの と考えられ る が，メ モ 的な もの で あるた め，

調 査 項 目の 省略や 瀾外 へ の 書き込み も多い ．筆跡の 鑑定か

ら，書き手は 当時農事試験場の 場長で あ っ た 宮澤文吾で は

な く，実務を 担当 し た 技師 また は 技 手 に よ る もの と考 え ら

れ る．

第 1図　発 見 さ れ た 躑 躅類 調査 　大正 六 年，．
ヒ年

”
2冊 の 表 紙

第 2 図　
“
躑 躅類 調査　大 正六 年

”
中 に み ら れ る 交配選 抜個体の 花器 形質 に 関す る記載
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材料および方法

　
“
躑躅 類 調 査

”
大 正 6 年 お よ び 大 正 7 年 の ノ ー− i・2 冊 に つ

い て 全 文の 解読 を行 っ た．そ の 内容 に つ い て，ツ ッ ジ の 晶

種解説書や通信販 売用 園芸 カ タ ロ グ の 形 態 的 な記 述 の 取 り

ま とめ 資料 （倉 重 ら，2006） か ら ／
一

トに 記述 され た 品種

名の 正 誤を，ま た 公 刊 され て い る 品 種 解説 書 （赤羽 ら，1979；

久留米つ つ じ誌編集専門委員会，19891さ つ き研究，1997）

等か ら 現存す る か 否 か を 確認 し，明 治か ら人正 に お け る ツ

ツ ジ 園芸品種群 〔秋 元，1922） に 準 拠 し て 分類 し，大正 の

ツ ツ ジ 生産の 状況，品種群 ご と の 現存率等を 検討 し た．現

在 の
一

般的な品種群 の 分類 （赤羽 ら，1979） との 比較 を 第

1表 に 示 した．交配組 み 合 わ せ なら び に 交配実生 1こつ い て

は ，交配実生に お け る 花型 と花色 の 分離記録や，選抜個体

の 交配組み 合わ せ お よ び 花器形質調査の 記載を 元に 育種口

標 に つ い て 検討 した．

　 なお ，
“
躑躅 類調査

”
の 解読全 文，掲載 され た 在来品 種や

選抜 個体 に 関す る解説 は，「神 奈 川 縣 立 農 事 試 験 場
“
躑躅 類

調 査
”
」（1），（II）と して 取 りま とめ た （倉重 ら，2006 ，2007 ），

霧島性 ク ル メ ツ ッ ジ 系 お よ び 皐月性を 合わ せ る と 258 品 種

と 全 体 の 314を 占め て い る が ，こ れ は 明治 か ら大正 に か け

て の ク ル メ ッ ッ ジ
，

サ ツ キ の 流行 （赤羽，1988；赤司，1919；

浅野，1931 ；石 井，1929；岩崎，1929） の 影響を 受けた た め

と考 え られ る．な お ， 絶滅 した と推定 さ れ る品種名を第 3

表 に 示 した．

第 1 表 本 研究 に お け る ツ ：ノ ジ 園芸 品種 の 分類 と 現在 の 品種

　 　 　群 の 対応

分 類 現在の 品種 群

霧 島 性キ リ シ マ 系

霧島性 ク ル メ ツ ツ ジ 系

皐 月性

琉 球性

そ の 他 の 性

野生種

不 明

江 戸 キ リ シ マ

ク ル メ ソ ツ シ

サ ツ キ

リュウ キ ュウ 系，モ チ ツ ツ ジ 系

オ 1 ヤ マ ツ ツ ジ 系，ヤ マ ソ ソ ジ 系，
ハ ン ノ ウ ツ ツ ジ 系．キ シ ツ ツ ジ 系，
チ ョウ セ ン ヤ マ ツ ッ ジ系

ク ロ フ ネ ッ ツ ジ，ヤ マ ツ ツ ジ，
モ チ ツ ツ ジ 他

第 2 表 　1躑 躅類 調査 」 中 の 掲載品 種数 と推定現存率

結果 および考察

1．神奈川県立 農事試験場 に集め られ た ツ ツ ジ

　 ノ ート に 掲 載 され た 常緑 性 ツ ツ ジ の 園 芸 品 種数は 338 と

多 数 で あ り，大 正 に は 300 以 ．ヒの 本 邦 産 の 常緑 性 ツ ッ ジ品

種 の 入 手 が 可能 で あ っ た こ とが伺 え る．こ れ ら の うち，現

存す る と考 え られ る の は 約 半 数 の 170品 種 で あ る が，ク ル

メ ツ ッ ジ 系 は 九州沖縄農業研究 セ ソ タ
ーや 久留米市世界つ

つ じセ ン タ ー
に よって 系統保存が 行わ れ て い る た め ，推 定

現存率 は 67．6％ と比 較 的高 くな っ て い る （第 2 表）．また，

分類
躑躅類調査 推定現存品 推定 現 存率

掲載品 種数　　種数 　　　　〔％ ）

霧 島性 キ リ シ マ 系

霧 島性 ク ル メ ツ ッ ジ 系

皐月性

琉 球性

そ の 他 の 性

野 生種

不 明

171081504711

　 7

　 5

∩
ソ

31007
　

7p
⊃

21

52，967
．634
．〔｝

42．690
、9100
，0

合 計 345　 　　　 170 49．3

第 3 表　「躑 躅類 調 査一中 の 絶滅 した と推定 さ れ る品種

分類

霧 島性江丿
一1キ リ シ

ー
？ 系

霧島性 ク ル メ ソ ツ ジ 系

皐月 性

琉球性

そ の 他 の 性 オ オ ヤ マ ツ ツ ジ系

不明

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 品種 名

寒 ツ ツ ジ，泰 山 白，花 の 関，雛模様，紅 万 葉，実生 霧島，見 染霧 島，與喜造 紫

桔梗の 舞，金城 の 壁，華厳 の 瀧，占代 錦，小 乱，敷 島　 卜八 公，白世 界，夕 陽，T一歳 の 誉，
衣 通姫，大納 吾，玉 の 位，照 君，鴇 の 羽 甫，奈 良 の 都，鳴海 重，羽衣，花曇，東山，雛鶴，
口の 扇，藤 林，二 重 夕 陽，紅 の 「．rl，舞 の 袖，都 鳥，宮 の 春，紫鳴 海，紅葉重，八 重桂，
八 貢 猩々 ，大 和霞，楊貴妃

曙、曙錦 朝 顔，東 獅子，嵐LLr，入 日の 海，蝦 夷錦，江 戸 紫，工 冠 大 内獅 子，大 内絞，
大 江 山，人 底 自，大津 獅子，大 津 白，大 淀，風車，柏崎絞，唐織，京鹿 の 于，京錦，金 光錦，
銀 絲 出，熊 野，源 氏絞，源平，古金，九重錦 御所車，御所桜，小椿，小 錦，桜小 ［［「∫，四 季籬，
獅子 牡丹，紫 宸殿，．

ヒ福神，東 雲，白妙，白牡 丹，瑞隆寺．千 里 ，大 神 楽，太 陽，大 洋錦，
高嶺絞，高嶺 の 雪，高松絞．竹生島，谷の 雪，谷聞の 錦，玉 獅子，千 代の 曙，鶴 の 国王，
鴇 の 冠，名残 獅 子，七 小町 ，難 波錦，鳴 海錦．二号 底 白，錦獅 」

先
，錦 司 ，覇王 ，博 多錦，

自干 獅子，白龍，花 の 司，緋威，緋の 袴，H の 丸、緋龍の 舞 紅麒麟 紅 と雪，紅 万 重，芳 閣，
誉獅 子，誉 の 錦，松 島絞，簾 の 内，蓑錦，三 紫，都式部，都獅 r−，都 紅，御 幸錦，御 代 の 春，
村雨 絞，群雀，群 千鳥，名月，紅葉重，桃千鳥，八 重朝顔，大和獅子，大和錦 夕時 雨，
夜 の 雨，羅漢，笑布 袋

曙琉球，大 ヶ ド，有 明，色 勝，江戸 紫，大琉 球，鹿 r一絞，京 錦，四 季 紫，獅 孑 平戸，白平 戸，
白牡丹，玉 屋 紫，十重 車，白冠，花 申，羊躑躅，斑 入葉平 戸，紅 平 戸，三 笠 山，二 河 紫，
乱猩 々 ，紫 牡丹，紫琉 球，村雨 ，羅 漢，若紫

飛 鳥川 紫

大 山，青龍，晩紫，日 の 扉，見染
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　 さて，大 正 6 年 の ノ ート に 掲載 され た ツ ッ ジ の 導 入先 は

不 明 だ が，大 正 7 年分 に っ い て は，231 品 種 の う ら，186 が

大止 6 年 に 大 宝 地 山躑 躅 園 か ら，残 りが大 正 7 ／1．3 月 に 久

帝米 よ り購 入 した こ とが 記され て い る．大宝地 ［L躑 躅園 は

埼 玉 県北 足 立 郡戸 塚村丙 立 野 〔現川 口 市， に 所在 し，園主

の 秋元 新蔵 は ツ ツ ジ，サ ツ キ の 栽培や 振興 に 大きな真 献 を

した 人物 （赤 羽，1988；島野，2004） で あ る．また ，福 岡

県久 留米 市 は ク ル メ ッ ッ ジ発祥 の地 で あ り，大正 に は 赤司

広 楽 園，案納開楽園や 桑野養盛 園等が ク ル メ ツ ッ ジ や サ ツ

キ の 晶種 改 良や 生 産 を行い ，通信販 売 を 利用 して 手 広 く販

売 し て い た ．当時 久 留米 や 安行 は 本邦 に お け る ツ ツ ジ 生産

の 中心 地 で あ り，カ タ ロ グ で の 通信 販 売を 行 っ て い た こ と

が 知 られ て い る が，実際 に 神奈川 県 立 農事試 験 場 が 231 品

種を 購入 し て い る こ とか ら も，これ ら の 業者 が大 規 模 にUl
．

産 販売 して い た こ とが 明 らか とな っ た．

2，在来品種の 形態解説の 意義

　
“
躑躅類調査

”
に は，338 品種 も の ツ ツ ジ 園 芸 晶種 に つ

い て ，花器 を 中 心 と した 形 態 的 な特 徴 が 詳 細 に 記 録 され て

い る．

　江 戸 時代 は もち ろ ん 近 代 に お い て も，書 籍や カ タ ロ グ の

畆種特性 に 関す る 記述 ぱ ほ とん どの 場 合
“
本 紅二 重大輪

”
，

“
薄色

一
重人 輪

”
，

’
鴇色 地 二 濃紅上 々 吹掛絞 リ大 々 輪貴品

”

〔秋元，1922）等，極め て 簡単で あり，正 確 に 品種 の 特性を

把握 す る こ とは 困難 で あ る，そ の 意 味 で ，
“
躑躅類調査

”
は

絶滅 した ツ ツ ジ 園芸品種 の 形 態 の 唯
一

の 正 確 な記録 と言 え

る で あろ う．神奈川 県農事試 験場 か ら出版 され た ツ ツ ジ以

外 の 育 種 の 記録 で あ る
“
芍 薬 の 品種 改 良成 績

”
（宮澤，1932）

お よ び
“
花菖蒲 の 品種改 良成 績

”
〔宮 澤，1936 ） に は，交 配

親 と し て 川 い た 在来品種 に 関 して は 品 種 名 しか 挙 げ られ て

お らず，ソ ッ ジ に つ い て も研究成 果 が 出版 され た とす れ ば，
こ れ ら在来品稀 の 記録 ば掲載 され なか っ た 可 能性 が 人 きい

と考 え られ る，

　今後，
“
躑躅 類 調 査

”
の 品 種 解 説 に よ り，現在栽培 され る

品種 の 真偽，また 類似品種 の 区 別 等 に 重 要 な情報を 提供す

る こ とが で きるで あ ろ う．

3．交配組合せ と選抜個体か らみ た育種 目標

　今 回 発見 さ れ た
“
躑 躅 類調 査

”
の 大 正 6 年 ノ ート に は，

46組合せ の 晶種間交配実生 に つ い て の 花 色 や 花 型 の 分 離 に

関す る形質 の 調査結果 と，20選 抜 個 体 の 詳 細 な花器 の 形 質

調 査結果が 記述 さ れ て い る，ま た，大 正 7 年 ノ
ー

トに ぱ，
78交配選抜個体 に つ い て 同様 に形 質 調 査 の 結 果 が記 述 され

て い る．特に ，大 正 6 年 ノ ー一ト 後半 部 の 20選 抜 個 休 に つ い

て は ，
“
大止 七年調

”
と題 され，花 器 を 中心 と し た 詳細 な形

質 ｝こつ い て ，Ridgway （1912） に よ る 花 色 名 や ス ケ ッ チ を

含 め て 記 述 され て い る こ とか ら （第 2 図），本 育種 事 業 で

は，優秀 な実生 を選抜 し新 品種候補 を絞 り込む 段階 まで 進

捗 して い た こ とが覗 え る．

　
“
躑躅類調 査

”
中に 記載 され て い る交配組合せ を第 4 表 に

ま とめ た．大 E6 年 ノ
ー

ト中の 交配組合せ 数 ならび に 大

正 6，　7年 ノ
ー一

ト中の 選抜個体数 と も霧島性 ク ル メ ツ ッ ジ系

品種間 の 交配 が 主 要 で あ り，次 い で
‘
峰 の 松風 や 紫 琉

球 等 の 琉 球性品種 と霧島性 ク ル メ ッ ツ ジ系品 種 と の 交 配

組 合 ぜ が 多 い．ま た ，飛 鳥川
’

に 代表 され る オ オ ヤ マ ツ ツ

ジ系品 種 を用 い た 交配組合せ や 選抜個体が あ る こ と も特黴

的 で あ る．

　 こ れ らの ッ ッ ジ育種事業 は，農商務省 の 補助金 に 支 え ら

れ，海外輸 出 を 白的 と した 新品種 の 作 出を 試 験 場 が 遂 行 し

て い た もの で ある （神奈川 県 立 農事試 験 場，］925） が，育

種再1画 の 詳細 に 関す る 資料 は未発見で ある．そ こ で ，こ れ

ら の 交配組合せ の 傾向か ら，こ の 事 業 に お け る 育 種 目標 を

推察 した ，

　第一
に，ク ル メ ツ ツ ジ 品種問の 交配 な ら び に ク ル メ ッ ッ

ジ を 交 配 親 に 用 い た 紺合せ や 選抜個体が 大 半 を 占め ，選 抜

個体の 形質 の 記述か ら花色は 高彩度，絞 り，白花 等，また

花型で は 大輪や 二 重咲きを某準 と して 選抜 され た 傾向が 見

られ る こ とか ら，花色や 花型の 多様化 した ク ル メ ツ ツ ジ系

品種の 作出が 育種 目標 として 挙げ られ る．次 い で ，江 戸 時

代に 発達 し，大正 当時 も主要な 品種群 で あ っ た 琉球 性 や オ

オ ヤ マ ッ ッ ジ 系 品 種 を用 い た 交 配 組 合 せ が 目立 つ こ とか

ら，大輪で 花色や 花型に 多様性 を 持 ち，サ ツ キ や ア ザ レ ア

第 4 表 　
一
躑躅 類調 査一1 中 の 交配 組合せ

種 ∫親 X 花 粉親 交配 組 合せ 数 大 正 6 年 選 抜個 体数 大 正 6，7 年

霧島性 ク ル メ ツ ツ ジ 系

皐丹 1生
琉球 性

x 霧島「生ク ル メ ツ ツ ジ 系
× 皐 月 性

x 琉 球性
x

そ の 他 の性オ オ ヤ マ ソ ツ ジ系
x 霧 島性 ク ル メ ツ ツ ジ 系
x

霧 島性 τ「戸 キ リシ マ 系
x 霧 島性 ク ル メ ツ ッ ジ 系
・
皐月性

x 琉 球性
x

そ の 他の 性オ オ ヤ マ ッ ソ ジ系
そ の 他の 性オ オ ヤ マ ツ ツ ジ 系 x 霧島性江 戸 キ リ シ マ 系

x 霧 島性 ク ル メ ツ ツ ジ 系
x 琉球 件

11700220811212 0352744160503梱
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の よ うな鉢植 え で は な く強健 な庭園 ・地 植用 の 新 し い 品 種

群 の 作 出 が挙 げ られ る，

4．世 界 に 先 駆 け て 行わ れ た ツ ツ ジの 花色 お よび 花型 の 遺

　 伝 ・育種研究

　 ッ ッ ジ 育種 に お ける 花器形質 の 遺伝性 に 関す る体系的 な

研究は ，1970年か ら 80年代に か け て ベ ル ギ ーに お い て ア

ザ レ ア の 育種を テ
ー

マ と し て 行わ れ て い る （Heursel，1975 ，
1976；Heursel・Garretsen，1989 ；Heursel 。｝lorn，1977 ）．花色

の 分離 に つ い て は，赤色系 お よ び 紫色 系 の ア ン ト シ ア ニ ン

色素 の 遣伝性 と花色発現 と の 関係や 自花 の 劣性 遺伝 子 の 存

在に つ い て，ま た，花型 に つ い て は，特 に 二 重 咲 き の 遺 伝

子 と遺伝性 に つ い て 報 告 され て い る．

　 こ れ ら の 研 究 よ り 50年 以 上 前 に 作 成 され た 躑 躅類調

査
”

の 大 止 6 （1917） 年 ノ ート に は ，46組合せ の 品 種問交

配 の 実 生 に つ い て，花 色 や花 型 の 分 離に 関す る 形 質 調査 の

結果 が 記 さ れ て い る．こ の 交 配 実 生 の 遺 伝分 離 データ を元

と し て ，当 時の 試 験場 に 在籍 し て い た 宮澤 が，ツ ツ ジ 育種

に お け る 花器 形 質 の 遺 伝 陣 に 関す る
“
き り し まつ つ じ に 就

て
”

と題 す る論 文 〔宮 澤，1922） を発 表 し て い る．論文 に

は ，
“
つ 丶 じ類 の 品種改良に 従事す る こ と多年 で 既 に 選出さ

れ た もの も尠 くは ない，今茲 に 斯 く題 して 改良作業中に 観

察 し 得られた 三 の 虫．實 を挙げて 見や う と思ふ．
”

とあ り，
“
1．自殖，2．生殖器官，3．異品種及異種間 の 交雑 4，遺

傳
”

の 項 目の なか で ，
“
躑躅類調査

”
の 記載 と同

一
の 品種 を

用 い た 交配 に よ る結実の 結 果，雌 しべ の 奇 形 や 雄 しべ 先 熟

の 観察，花粉の 保存，種問交雑 の 結 果，さ ら に 枝の 直立 性，

花の 大きさお よ び 雄 しべ の 長 さ に 関す る遺伝性 に つ い て 報

告 し て い る．と くに 花型 に 関 し て は
“一重 は 二 重 に 対 し絶

對に 優性で 之は
一

つ の 「ゲ ン （＝gene）」 に 依 て 左右 され る

様で あ る
…”

と し，ま た
“
花色に 就 て は 複雑 して 居 るか ら

今茲に は 略す る，但 し絞 りは有色に 對 し劣性 で ある
”

等 と

考察 して い る．こ の 二 重咲 きや 花色 の 遺伝性 に つ い て は，

後 に Heurse1 らが ア ザ レ ア を 材料 に て 証明 し た 内容 に 合致

す る こ と か ら，本邦 に お い て ヨ
ー

ロ ッ パ よ り 50 年 以上 も先

駆 け て ツ ツ ジ の 遺伝育種研 究が 進 め ら れ て い た こ と の 貴重

な 証 拠 と な り う る．

　以 Eか ら，
“
躑躅類 調 査

’
は 宮澤の 詳細な 指導下 に お い て

行わ れた デー
タ 記録で あ る 口r能性が 高 く，そ の 記述内容は

現在 の ツ ツ ジ 育種を 進め る ｝一で も貴重な 情報 を含 ん で い る

と言 え る．

5．惜 し まれ る 優良選抜個体

　本邦 に お け る 花卉 の 計画 的 で 大 規模 な 交配育 種は ，明 治

27 年 か ら 20 数 年 間 で 680 もの キ ク の 新 品 種 を 育成 した 新

宿 御 苑 の 福 羽 逸 人 を 嚆 矢 とす る （倉 重，2006 ） が ，神 奈 川

県 立 農 事 試 験 場 に お け る シ ャ ク ヤ ク ，ハ ナ シ ；一ウ ブ お よ び

ツ ッ ジ の 育 種 は ，輸 出 に よ り外 貨を 獲 得 す る 目的 で 行 わ れ

た 本邦初 の 事業で あ ろ う．

　選抜個体 の 中 で も，大 正 6 年 ノ ート に ス ケ ッ チ が 残 され

た 優 良個 体 は，そ の 花 色 や 花 型 か ら，非 常 に 華や か で 美 し

い 品 種 で あ っ た こ とが 覗 え る．交配 に よ り作 出 され た こ れ

ら の 多 数 の新 品 種は 結局発表 さ れ な か っ た が，宮澤 は
“
花

木園芸
”

（1940） の サ ツ キ の 瑣 で ，
“
次 に新 品種 で あ る が 之

を計劃的 に 作出せ しめ ん と した の は 神余川縣立農事試験場

で，明治 43年 か ら着手 し現在多数 の 實牛苗を 所持す るが 未

だ 新品種 の 發表 が 行は れ て 居 らぬ．
”
と記 して い る こ とか ら

も，1924 年 に 宮澤 が試験場を離れて か ら も新品種 の 発表 に

向げて 作業が 続けられ て お り，発表 が 期待 されて い た こ と

が 伺 え る．し か し，現 在 こ の ツ ッ ジ 育種 費業 の 本拠地 で あ っ

た 神奈川 県 立 大 船植 物 園 に も選 抜 され た 品 種 は現 存 して い

ない ．交配 お よ び選抜 の 再 現 は ・∫能と も考 え られ るが，
一

部 の 品 種 が 少 な くと も 国内に だ けで も 普及 して い れ ば，現

在 も春 の 開花時期 に は 各地 の 公園を 彩 っ て い た で あろ うと

惜 し まれ る．

　以 上 か ら，
“
躑躅 類 調 査

”
は 失 わ れ て し ま っ た ツ ツ ジ園芸

品 種 の 唯 の 正 確 な形 質 の 記 録 で あ り，現 存 す る 品 種 の 真

偽，また 類 似 晶 種 の 区 別 等 に 重 要 な債報 を提 供 す る こ とが

で き る，一
方，交配記録 は，今後 の 育 種 に お い て も応 用 が

可 能 な重 要 な情 報 を含 ん で お り，ま た 大 正 に お け る ツ ツ ジ

育種 の 方向性 を知 る こ とが で きる．

摘　 　要

　神奈川農事試験場
“
躑躅類調査　大止 六 年，七 年

”
が

2006 年 に 神奈川県立 フ ラ ワ
ー

セ ン タ ー大船植物園 で 発見

され た，ノ
ー一

ト に は 338 品種 の 常緑 性 ツ ツ ジ 園 芸 品 種，な

ら び に 7 種 の 野 生 種 の 詳細 な形 質 の み な らず，こ れ ら の 交

配 記録 も記述 され て い た．調 査 か ら は，現 存 す る と推 定 さ

れ る 園芸品種 は 170品種 で ある こ と，ク ル メ ツ ツ ジ を 巾心

と した 花色や 花型 の 多様化 が 人止 の 育種傾向で あ っ た こ と

が 明 らか とな っ た．こ れ ら の 結果 は，ほ とん ど情報 の ない

絶滅 した ツ ツ ジ IEI芸品種 に 関す る形態
．1青報 を 含 み，また

ヨ ーロ ッ パ に 先立 っ て ，ツ ツ ジ 育種 に お け る交配実生 の 花

色，花型 の 分離 に 関す る 調 査結果 が 記述 され て い る 点 で 重

要で あ る．
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